
ディジタル・シルクロー
ド・アーカイブス構想
－現状と課題―
国立情報学研究所
情報・システム研究機構データサイエンス共同利用基盤施
設人文学オープンデータ共同利用センター（CODH）準備室
北本朝展（KITAMOTO Asanobu)
http://dsr.nii.ac.jp/, http://codh.rois.ac.jp/
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ディジタル・シルク
ロードとは？
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ディジタル・シルクロード

•デジタルヒューマニ
ティーズ：情報学と
人文学の共同研究に
よるデジタル人文学。

•データベースや研究
リソース等は、ウェ
ブで一般に公開。

•データの内容を分析
する技術も研究開発。
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DSRとユネスコの協定
1. 2001年4月、国立情報学研究所はユネス
コと国際共同研究をスタート。

2. 東京と奈良で国際シンポジウムを開催
し、国内外の研究者と議論。

3. アゼルバイジャン等で文化遺産情報管
理に関するセミナーを開催。

4. グローバルにデータを共有し協働する
プラットフォームの開発を推進。
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東京／奈良シンポジウム

1. 東京シンポ（2001年12月）は参加者330名。
2. 奈良シンポ（2003年12月）は参加者240名。
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http://dsr.nii.ac.jp/tokyo_symposium_nii_news.pdfhttp://dsr.nii.ac.jp/event/dsrtokyo/



学術研究へのシフト
•ユネスコとの共同研究を以下の論文で総括。

Ono, K., Yamamoto, T., Kamiuchi, T., Andres, F., 
Kitamoto, A., Sato, S., Andaroodi, E., "Progress of 
the Digital Silk Roads Project," Progress in 
Informatics, Number 1, pp. 93-141, 2005年3月.

•共同研究終了後は規模を縮小し、シルクロード
のデータを対象とした学術研究にシフト。

•非文字史料（地図、写真）の研究が重点.
•ミュージアム連携やアプリ開発等の新たな方向。
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ディジタル・シルク
ロードの成果
東洋大学西村陽子氏との共同研究成果を含む
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東洋文庫貴重書
アーカイブ

• 237冊の書籍70,898ペー
ジを既にデジタル化。

•研究コミュニティ内で
最重要な書籍を選定。

•キャプションや目次な
どは人手で入力。

•全文テキストはOCR活用
（誤りは未訂正）。
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スタイン地図（シルクロード）
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信頼されていた地図に、実は誤差があった？
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「所在不明遺跡」の問題

①

Yārkhoto
③ ④

Bezeklik
⑤
⑥

②

⑦ ⑧Kara-khōja Toyuk
Sirkip

Lukchun

Chong-hassār, 
Kichik-hassār

① Oi-tam, ruined fort
② Bögan-tura
③ Buluyuk ( Shipang, Sassik-bulak, Kazma )
④ Murtuk-ruins

⑤ Yoghan-tura
⑥ Chikkan-köl
⑦ Bedaulat’s town, Bēsh-kāwuk, Kosh-gumbaz
⑧ Yutōgh
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Missing Ruins
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Error Distribution in Turfan Basin / White: Innermost Asia / Black: Serindia

トルファンの古地図誤差分布
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経度方向に誤差が大きいのは、20世紀初頭
は経度測定が技術的に難しかったため。



ムルトゥク遺跡の同定

Murtuk Ruins

Bezeklik Temple 
Ruins

周辺の誤差推定に基づき、ムルトゥク遺跡の位
置は赤丸の位置と推定できる。

Estimated error: 
west-southwest 5.6km
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Murtuk Ruinsと烏江不拉克仏塔
ある古写真中の
「Murtuk Ruins」
という名前の遺
跡と、ある現代
写真中の「烏江
不拉克仏塔」と
いう遺跡は、同
じものなのか？
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Chikkan-kölと七康湖遺跡
ある仏教寺
院遺構と別
の仏教寺院
遺構とは、
同じものな
のか？
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遺跡のマッピングと統合
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http://dsr.nii.ac.jp/digital-maps/stein/place-names/

スタイン地名データベース：タリム盆地周辺の
地名6303件をデータベース化。現代の遺跡名や
現代の写真とも統合を進めている。



遺跡データベースの構築

• 100年前の探検隊が残した情報と、現代
の発掘から得られる情報とを「リンク」。

•複数の史料からより多くのエビデンスを
集め、歴史像を描くことができる。
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遺跡の統合：ある
史料の遺跡Aは、
別の史料の遺跡B
やCを含み、それ
は別の史料の遺跡
D・E・Fを含む。



デジタル史料批判
•歴史学の研究で、地図や写真などの空間
画像史料を批判的に解釈するには、デジ
タルツールの開発が不可欠である。

•空間画像史料の適切な解釈は、歴史学に
おける新しい発見につながる。

•より詳しくは：西村陽子,北本朝展, "
ディジタル史料批判と歴史学における新
発見", 人工知能学会誌, Vol. 31, No. 6, pp. 
769-774, 2016年11月

2016/11/21 JCIC 19第 回研究会 17



人文学オープンデータ
共同利用センター
国文学研究資料館との共同研究
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人文学オープンデータ共同利
用センター（CODH）

•情報・システム研究機構が2016年4月1日
に準備室を開設。2017年4月1日にセン
ター発足予定。http://codh.rois.ac.jp/

•情報学＋統計学によるデータ駆動型人文
学で、人文学の研究に新しい道を開く。

1. 情報学の技術を用いて人文学の研究を
行う。

2. 人文学のデータを用いて情報学の研究
を行う。
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国文研歴史的典籍NW事業
• 10年間で約30万点の古典籍をデジタル化
し、公開する（当初予算通りなら）。

•国文研所蔵古典籍を700点（158,455画
像）CC BY-SAで公開（2016-11-10）。

•古典籍のくずし字の字形データを86,176
文字 CC BY-SAで公開（2016-11-17）。

•人文系における初の大型プロジェクト。
いよいよ人文系もビッグデータの時代に。
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日本古典籍のオープン化
2016-11-10 公開
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『画本虫撰』日本古典籍データセット（国文研所蔵）

700点（約16万
ページ）の画像
データを、二次利
用を歓迎するオー
プンデータとして
公開。



機械学習用字形データセット
2016-11-17 公開

2016/11/21 JCIC 19第 回研究会 22

http://codh.rois.ac.jp/char-shape/unicode/U+4E0A/



江戸料理レシピデータ
2016-11-24 公開予定
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卵：10個
赤寒天（大角一
本）：8g
葛粉
黒砂糖：約200g
酒：少し
水：360cc

研究者と市民
が江戸レシピ
を共に探求



オープンサイエンス
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オープ
ンサイ
エンス

オープンデータ

オープンアクセス

市民科学・クラウ
ドファンディング

研究データ
データ出版
データリポジトリ

コラボレーション・オー
プンイノベーション

オープンピアレ
ビュー

研究の再現性・
透明性・研究
データ保存

超学際研究参加

透明性

協働

共有

メタ研究＝研究（システム）に関する研究



ディジタル・シルク
ロードの課題
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今後の方針
•今後のDSRは、人文学オープンデータ共
同利用センター（CODH）の中で継続。

• CODHのミッションは、研究者コミュニ
ティにおけるオープン化の支援。

•データの共有とオープン化に基づく学術
研究の深化と相互理解の促進。

•関連プロジェクトと比較し、DSRの目指
すべき方向を明確化。
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国際敦煌プロジェクト
• DSRよりも先輩格、か
つ国際的にも著名な
プロジェクト。

•敦煌史料に関する50
万件のデジタル画像。

•日本では龍谷大学が
拠点（IDP-Japan）。

• DSRとの連携は意見交
換レベルにとどまる。
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http://idp.bl.uk/



ヨーロピアーナ
•多数のデータベース
からメタデータを収
集して一元的に検索。

•ヨーロッパのミュー
ジアムの所蔵品約
5400万件が対象。

•日本では文化遺産オ
ンラインが近い？

•協力体制を築くこと
はハードル高い。
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http://www.europeana.eu/portal/en



オープンデータとデータ共有
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オープン
データ
誰でも（制限
なく）アクセ
スできる。

データ共有

コミュニティ
内ではアクセ
スできる。

クローズド
データ
ごく限られた
人のみアクセ
スできる。
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■秘蔵写真 伝えたかった中国・華北
――京都大学人文科学研究所所蔵華北交通写真―― 
日時：2016年11月29日（火）～12月25日（日）
会場：JCIIフォトサロン
主催：一般財団法人日本カメラ財団
協力：京大人文研、京大地域研、NII、CODH、東洋大学



データ共有から相互理解へ
•東アジアの戦争時代のデータ：どのよう
にデータ公開を進めるべきか？

•データに基づく認識の共有：研究者間で
データ共有し分析するところから開始。

•過去と現在：過去の文化の話も、現代の
政治情勢と切り離すことは困難？

•「東アジア」構想：「相互理解の道」を
開くことがシルクロードの現代的意味？
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シルクロード・アーカイブ
• CODHのミッション：研究コミュニティ
におけるデータのオープン化支援。

1. 日本として発信すべき情報を集約して
共有・オープン化する。

2. 世界の研究者がデータに基づき、エビ
デンスを蓄積していく基盤を構築する。

•日本の研究リーダーが旗を振るなら、
DSRも積極的に関わっていきたい。
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まとめ
1. ディジタル・シルクロードの、2001年
以来15年間の歩みを紹介した。

2. 「デジタル史料批判」という概念を提
唱し、古地図などから新発見を行った。

3. 人文学オープンデータ共同利用セン
ターの概要とミッションを紹介した。

4. 研究コミュニティのオープン化に伴う
様々な問題にも、積極的に関わりたい。
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関連ウェブサイト
•ディジタル・シルクロード

• http://dsr.nii.ac.jp/
•人文学オープンデータ共同利用センター
（CODH）

• http://codh.rois.ac.jp/

•個人ページ
• http://researchmap.jp/kitamoto/
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